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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 11/16（水）八戸保健所にて結核の検査実施。午前は検査をまだ行っていない利用者様、午後は前回の検査で「陽性」「擬陽性」の利用者様が行く予定となっている。

· 11/17（木）14：00～アドバイザー報告会あり。

· 11/18（金）東北メディカル学院の学生（キドグチシュウエツ、クボタチハル）が施設見学予定。（11/16より日程変更）

· 11/18（金）15：30～食事サービス提供管理委員会開催予定。（出席者：大谷地）

· 11/18（金）15：30～久保興介様ケア会議開催予定。

· 看護グループ内研修あり、出欠表に入力すること。

11/22・11/24⇒『介護基礎技術（排泄・移乗）』介護初級対象

11/24・11/25⇒『社会資源』看護全スタッフ対象

· 11/21～11/22医療機器等管理委員会研修『ＥＣＴの取り扱いについて』看護・介護全スタッフ対象
＜利用者様状況＞

· 繁名　和恵　様～本日、体温37.1℃の発熱があり、デイケアは欠席するとのこと。咳嗽、息

がつまる感じがあると話されている。本日は自宅で安静にし、様子を見るとのこと。

· 細越　定生　様～スタッフが落ち葉掃きを手伝ってもらえないかと声をかけると、「それは冗

談？　賃金貰って仕事している人は、普通そういうことは言わない」と拘って何度も特定スタッフに話し掛けている。深い意味は無く、冗談のつもりで言ったことを説明し、何度か同様のやり取りを繰り返した後、納得した様子。その後、表情や態度は穏やかで大きな変化は無い。

⇒普段は聞き流していた些細なことへの拘りがみられている。病状の変化も考慮し観察を行う。

· 松倉　健一　様～耳たぶの皮膚のただれ、後頭部に赤い湿疹が顕著にみられている。本人に

確認すると、「ずっと前からあった」と話されており、特に皮膚科は受診していない様子。

⇒シャンプーなどが合っていないことも考えられる為、本人にアドバイスしていく。

· 田向　玲美　様～「左耳から耳垂れがある」と訴えあり。当院担当医からエルタシン軟膏を

処方してもらい対処しているが、痂皮が形成されると剥いでしまい、外耳にある創部から血漿が流れている状態を耳垂れだと話している。創部をいじらずに様子を見るように説明している。

· 小坂　君子　様～11/13の就床前薬を服用し忘れたとのことで、昨日診察時に担当医へ報告し

たとのこと。本人は「飲み忘れた薬は持っていても良いって先生に言われました」と話されている。また、姉の体調が心配で、甥の嫁に見ていて欲しいと思うが、「嫁の良くない話ばかり聴こえてくるから」と話している。幻聴と現実の区別をするように説明している。

· 小野寺　ノリ様～風邪で体調を崩したのと同時期から、認知能力・ＡＤＬの低下が顕著にみ

られていた。昨日、病状改善目的に当院入院。デイナイトケアは一時的に退所扱いとなる。

· 村田　昭一　様～髭剃らずに来所している。火曜日に入浴しているが、木曜日に入浴しない

　　　　　　　　と土曜日まで入浴はしないとのこと。入浴頻度を増やすように説明するが、本人拒否している。また、食事については麺類ばかりで偏りがある。野菜も摂取するように促している。

＜事故発生振り返り＞

状況　10/25：種本サハ様　昼食配膳時に転倒

原因・改善策
· デイナイトケア利用者全員が一度に並んでいる状態で非常に混雑していた。普段は2～3グループに分かれて、順番に配膳していたがセレクトメニューの時はＡ・Ｂしか順番が決まっていなかった。

⇒グループ分けを見直し。セレクトメニューの際は、片方のグループに別室で待って頂く。

· 転倒前、種本様が並ぶ列を間違え、他利用者様に怒鳴られて焦って移動していた様子がみられていた。

⇒急かす利用者、慌てやすい利用者様に対し、その都度スタッフから声をかけていく。

· スタッフの転倒・事故に対する意識の低さがあった。

⇒常に危険予測し、危険を回避出来るように考えながら行動するよう意識付けていく。

＜外来情報＞

・巴　　勇樹様～鼻閉訴え、漢方薬処方。

・清水　秋男様～１月採血予定。結果を見て採血をする頻度を決める予定。

・大久保康弘様～幻聴は減ってきたとの事だが全くないわけでもとの事。幻聴による日常生活根の支障はないとの事。

・清水頭　翼様～来週受診できないとの事で２週間分処方。次回受診は11/30。

· 板橋　利美様～夜間トイレに起きる事があるとの事。主治医より水分の取り過ぎに注意を受

けている。
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